
商工会議所検定試験に係る個人情報の利用目的、共同利用および匿名加工情報 

に関する事項の公表事項 

	

	

１ 個人情報の利用目的 

	 当商工会議所は、個人情報を以下の目的で利用します。なお下記以外の利用目的につい

ては、取得の状況からみて利用目的が明らかであると認められる場合、その他個人情報保

護法が例外として定める場合を除き、別途公表するかまたは本人に通知します。	

(1)	検定試験の受験者・合格者の管理および実施運営のため。なお下記の目的を含みます。	

ア	 検定試験施行における本人確認のため	

イ	 受験者台帳および合格者台帳の作成のため（受験者および合格者に係るデータベース

の作成を含む。）		

ウ	 合格証書および合格証明書の発行のため	

エ	 検定試験に関する各種連絡および各種情報提供のため	

オ	 データベースを活用し、検定普及策を検討するため	

	

	

２ 共同利用 

	 当商工会議所は、個人情報を以下のとおり、共同して利用します。	

(1)	共同して利用される個人データの項目	

氏名、性別、生年月日、住所、電話番号、学校または勤務先等に関する情報（名称、

所在地、所属部課名または学年、電話番号を含む）、属性（社会人（就業者）、社会人（非

就業者）、大学生・短大生（大学院生を含む）、専門学校・各種学校生、高校生、その他

等の別）、受験番号、証書番号、点数、合否	

	

(2)	共同して利用する者の範囲	

		商工会議所法に基づき設立される、全国のすべての商工会議所および日本商工会議所	

	

(3)	利用する者の利用目的	

検定試験の受験者・合格者の管理および実施運営のため。なお下記の目的を含みます。	

ア	 検定試験施行における本人確認のため	

イ	 受験者台帳および合格者台帳の作成のため（受験者および合格者に係るデータベース

の作成を含む。）		

ウ	 合格証書および合格証明書の発行のため	

エ	 検定試験に関する各種連絡および各種情報提供のため	

オ	 データベースを活用し、検定普及策を検討するため	



	

(4)	当該個人データの管理について責任を有する者の氏名または名称	

	 日本商工会議所	

	

	

３ 匿名加工情報に関する事項 

	 当商工会議所は、個人情報から、ご本人を識別することができないよう加工した匿名加

工情報を作成し、第三者に提供しています。また今後継続的に同様の匿名加工情報を作成

し、第三者に提供することを予定しています。	

(1)	作成した匿名加工情報に含まれる、個人に関する情報の項目は次のとおりです。	

	 住所のうち都道府県、性別、生年月日のうち生年、属性（社会人（就業者）、社会人（非

就業者）、大学生・短大生（大学院生を含む）、専門学校・各種学校生、高校生、その他等

の別）、点数、合否	

	

(2)	第三者に提供される匿名加工情報に含まれる、個人に関する情報の項目は次のとおり

です。	

	 住所のうち都道府県、性別、生年月日のうち生年、属性（社会人（就業者）、社会人（非

就業者）、大学生・短大生（大学院生を含む）、専門学校・各種学校生、高校生、その他等

の別）、点数、合否	

	

(3)	第三者への提供方法は次のとおりです。	

ア	 サーバにデータをアップロードする方法	

イ	 CD-ROM または USB メモリ等の電磁的記録媒体にデータを記録し、その媒体を提供する

方法	

	

	

以	 上	


